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雅
俗
文
庫
蔵
『
着
飾
之
由
来
』
翻
刻
と
解
題

付
内
閣
文
庫
蔵
『
天
保
雑
記
』
「
万
国
渡
来
怪
物
」

村 

上 

義 

明 
 

一 

解
題

本
稿
は
『
文
献
探
究
』
第
五
十
五
号
（
本
号
）
口
絵
に
紹
介
し
た
、
九
州
大
学

附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
蔵
『
着
飾
之
由
来
』
の
翻
刻
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
天
保
雑
記
』
全
五
十
六
冊
の
う
ち
第
二
十
一
冊
に
収
録

さ
れ
る
「
万
国
渡
来
怪
物
」
の
翻
刻
も
載
せ
て
い
る
。

け
だ
も
の
「
着
飾
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
『
着
飾
之
由
来
』
は
、
雅
俗
文
庫
本

以
外
に
は
伝
本
未
詳
で
、
後
述
す
る
書
誌
情
報
以
外
に
著
者
や
絵
師
等
を
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
雑
書
の
豊
富
さ
が
そ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
雅
俗
文
庫
な
ら
で

は
の
一
本
と
い
え
る
。

奢
侈
に
ふ
け
る
人
々
を
模
し
た
「
着
飾
」
が
享
保
・
寛
政
こ
ろ
に
厳
し
く
追
い

払
わ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
は
人
目
に
つ
か
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各

時
期
の
改
革
が
旨
と
し
た
「
質
素
倹
約
」
が
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
で
き
る
。

本
書
の
正
確
な
成
立
年
も
不
明
で
あ
る
が
、
『
天
保
雑
記
』
に
関
し
て
は
、
国

立
公
文
書
館
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
（@

JPN
atA

rchives

）
に
、

『
天
保
雑
記
』
の
著
者
藤
川
整
斎
が
「
着
飾
」
の
記
事
を
書
き
と
め
た
の
は
、

幕
府
が
贅
沢
を
厳
重
に
取
り
締
ま
っ
た
天
保
改
革
の
頃
。
こ
の
絵
に
は
、
奢

侈
に
流
れ
が
ち
な
江
戸
の
消
費
生
活
と
、
頭
ご
な
し
に
こ
れ
を
取
り
締
ま
ろ

う
と
す
る
幕
府
の
政
策
を
合
わ
せ
て
笑
い
飛
ば
す
痛
烈
な
風
刺
精
神
が
含
ま

れ
て
い
る
の
か
も
？
１

と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
三
度た

び

質
素
倹
約
が
と
な
え
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
時
期
の
都
市
に
暮
ら
す
人
々
の
実
態
を
見
立
て
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
天
保
の
改
革
の
直
前
に
成
立
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
「
着
飾
」
の
流
行
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
着
飾
之
由
来
』
に
は
「
天
保

中
」
と
あ
る
（
該
当
箇
所
『
天
保
雑
記
』
に
は
「
当
時
」
と
あ
り
）
。

『
着
飾
之
由
来
』
と
『
天
保
雑
記
』
の
本
文
を
比
べ
る
と
、
本
号
口
絵
（
二
）

に
挙
げ
た
『
天
保
雑
記
』
の
図
像
に
あ
る
記
述
が
、
『
着
飾
之
由
来
』
に
は
見
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
以
外
に
、
内
容
に
関
し
て
大
き
な
違
い
は
な
い
。
図
像
に
関

し
て
は
、
口
絵
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
違
い
は
甚
だ
し
い
。

ま
た
、
「
素
よ
り
三
国
伝
来
に
し
て
世
界
万
国
に
渡
る
」
と
し
て
天
竺
、
唐
土

に
次
い
で
阿
蘭
陀
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
各
地
に
よ
っ
て
呼
称
が
異
な
る
あ
た
り
、

当
時
の
人
々
の
世
界
観
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
面
白
い
。

こ
の
け
だ
も
の
が
ど
の
よ
う
に
人
口
に
膾
炙
し
、
記
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
他
の

「
着
飾
」
を
発
掘
す
る
ほ
か
に
知
る
手
立
て
は
な
い
。
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以
下
に
『
着
飾
之
由
来
』
と
『
天
保
雑
記
』
第
二
十
一
冊
の
書
誌
を
挙
げ
る
。

な
お
『
天
保
雑
記
』
の
「
万
国
渡
来
怪
物
」
と
い
う
見
出
し
は
、
そ
の
目
録
に
よ

る
（
「
二
四
（
朱
） 

一 

万
国
渡
来
怪
物
」
と
あ
り
）
。 

  
 

■
『
着
飾
之
由
来
』
書
誌 

 
 

所 

蔵 

九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
（57-6-13

）
。 

 
 

巻 

冊 

一
冊
。 

 
 

刊 

写 

写
。 

 
 

書 

型 

中
本
。
縦
十
九
、
五
糎
×
横
十
三
、
九
糎
。 

 
 

表 

紙 

原
装
白
色
無
地
表
紙
。 

 
 

外 

題 

中
央
打
付
墨
書
「
着
飾
之
由
来
」
。 

 
 

見 

返 

「
着
飾
」
の
肉
筆
画
あ
り
。
本
号
口
絵
（
一
）
。 

 
 

構 

成 

本
文
三
丁
。 

 
 

備 

考 

仮
綴
じ
。 

  
 

■
『
天
保
雑
記
』
第
二
十
一
冊
（
全
五
十
六
冊
）
書
誌 

 
 

所 

蔵 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（150-0150

）
。 

 
 

巻 

冊 

一
冊
（
全
五
十
六
冊
の
う
ち
第
二
十
一
冊
）
。 

 
 

刊 

写 

写
。 

 
 

書 

型 

半
紙
本
。
縦
二
十
三
、
六
糎
×
横
十
六
、
六
糎
。 

 
 

表 

紙 

白
地
に
黄
土
色
格
子
模
様
刷
付
。 

 
 

題 

簽 

左
肩
子
持
枠
題
簽
（
刷
）
に
墨
書
「
天
保
雑
記 

二
十
」
。 

 
 

目 

録 

冒
頭
に
「
天
保
七
申
年
」
と
墨
書
。 

 
 

構 

成 

目
録
三
丁
、
本
文
五
十
六
丁
。 

 
 

備 

考 

地
に
「
天
保
雑
記
二
十
」
と
あ
り
。
本
文
左
肩
に
丁
付
あ
り
。 

 
 

凡
例 

 
 

一
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
付
し
た
。 

 
 

一
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。 

 
 

一
、
「
而
」
「
ゟ
」
は
仮
名
に
開
い
た
。 

 
 

一
、
畳
字
は
「
ゝ
」
「
々
」
「
〳
〵
」
で
表
し
た
。 

 
 

一
、
不
審
箇
所
に
は
右
脇
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。 

 
 

一
、
丁
う
つ
り
は
、 

」
（
丁
数
・
オ
／
ウ
）
で
表
し
た
。
ま
た
『
天
保
雑 

 
 

 
 

記
』
に
か
ん
し
て
は
丁
付
に
従
っ
た
。 

  
 

二 

『
着
飾
之
由
来
』
（
雅
俗
文
庫
） 

抑
此
毛
だ
も
の
は
、
昔
身
代
仕
も
つ
れ
の
国
、
内
庄 

か
ら
国
よ
り
、
ち
と
お
ご
ら
ん
海
を
経
て
、
花
美
国
、 

僣
上
国
に
押
移
り
、
分
限
不
相
応
国
え
は
び
こ
り
、 

国
中
の
人
民
家
毎
に
是
を
愛
す
る
事
甚
敷
、 

素
よ
り
人
に
馴
安
く
、
次
第
に
増
長
し
て
終
に
破
滅
へ 

至
る
。
恐
し
き
毛
も
の
な
れ
ば
、
召
得
る
よ
り
是
を
追 

払
ふ
事
度
々
に
て
、
去
る
享
保
・
寛
政
の
こ
ろ
、 

厳
敷
追
払
ひ
、
し
ば
し
隠
る
ゝ
と
い
へ
ど
も
、
い
つ
と
な
し 

」
（
1
・
オ
） 

に
出
き
た
り
て
、
今
天
保
中
、
又
国
中
に
充

ま
（
マ
マ
）

す
。 

依
て
此
度
ま
た
〳
〵
駈
い
だ
し
て
、
其
性
体
を
見
る 

事
図
の
ご
と
し
。
但
し
未
だ
名
を
知
る
も
の
な
し
。 

諸
書
を
せ
ん
さ
く
す
る
に
、
素
よ
り
三
国
伝
来
に
し
て 

世
界
万
国
に
渡
る
ゆ
へ
、
所
々
に
て
名
の
違
あ
り
。 

 

天
竺
に
て
は
美
々
獅
子
、
又
宇
都
久
獅
子

共 

 

言

。 

 

唐
土
に
て
は
全
贅
蛇
、
又
五
発
通
蛇
、 

 

又
破
利
過
蛇

共 

 

言

。 

」
（
1
・
ウ
） 

 

阿
蘭
陀
に
て
は
ユ
ス
ル
キ
、
又
ハ
デ
ス
ギ
、
又
オ
ゴ
ル
キ

共 

 

言

。 

 

日
本
に
て
は
着
飾
と
い
ふ
た
わ
毛
も
の
な
り
。 

形
は
人
に
似
て
人
に
あ
ら
ず
。
頭
に
甲
あ
り
、
鼈
甲 

と
も
、
け
つ
こ
う
共
い
ふ
。
又
金
銀
の
如
く
、
珠
玉
の
如
く
、 

後
光
の
如
く
光
り
か
ゞ
や
き
、
身
に
綾
羅
錦
繍 

を
ま
と
ひ
、
雄
は
赤
毛
な
し
。
雌
は
く
び
す
ぢ
、
衿
元 

脇
下
、
腰
よ
り
下
、
惣
て
赤
毛
多
く
、
緋
縮
緬
の
如
く
、 

又
紫
色
も
あ
り
。
其
余
五
色
、
六
色
別
れ
て
甚
だ 

」
（
2
・
オ
） 

賤
し
き
姿
な
り
。
雌
雄
と
も
つ
ら
別
て
大
き
く
、
目
は 

上
に
付
、
常
に
下
を
見
ず
、
又
向
ふ
を
見
ず
、
兎
角
に 

な
い
袖
を
振
た
が
り
、
や
せ
が
ほ
を
張
、
十
分
に
手
を 

広
げ
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
て
人
の
言
葉
を
聞
ず
、
や
み 

雲
に
乗
り
て
有
頂
天
に
登
る
。
高
慢
の
鼻
高
く
、 

口
に
は
常
に
美
味
を
喰
ふ
と
い
へ
ど
も
、
あ
く
こ
と
し
ら
ず
。 

常
々
太
平
楽
を
謡
ひ
、
舌
長
く
、
或
は
舌
弐
枚
有
。 

ま
け
お
し
み
強
く
、
人
よ
り
上
を
行
こ
と
を
好
み
、
節
前 

」
（
2
・
ウ
） 

に
成
て
泣
声
う
る
さ
し
。
元
来
腹
な
く
、
胸
せ
ま
く
、 

け
つ
ふ
と
し
。
腰
ふ
な
〳
〵
に
て
逃
足
早
し
。
雌 

の
足
黒
く
、
下
駄
金

則
（
マ
マ
）

の
ご
と
く
、
赤
き
あ
り
、
黒
き 

あ
り
、
天
鵞
絨
毛
の
如
く
、

儧
（
マ
マ
）

上
国
に
て
は
香
花
、
茶 

の
湯
、
謡
、
舞
等
の
遊
芸
に
家
業
を
怠
り
、
道
楽 

国
に
て
は
朝
寐
、
昼
寐
を
好
み
、
酒
色
に
ふ
け
り
、 

昼
夜
わ
か
ち
な
し
。
か
り
そ
め
に
も
尾
を
見
せ
ず
、 

増
長
し
て
身
を
亡
す
時
に
な
り
て
尾
を
い
だ
す
。 

」
（
3
・
オ
） 

牛
房
の
如
し
。
又
龍
の
尾
の
如
く
に
て
剣
な
し
。 

是
を
龍
剣
無
と
い
ふ
。
た
ま
〳
〵
け
ん
有
は
不
入
な
り
。 

是
を
名
附
て
不
龍
け
ん
と
い
ふ
。 

」
（
3
・
ウ
） 

  
 

三 

『
天
保
雑
記
』
「
万
国
渡
来
怪
物
」
（
内
閣
文
庫
） 

万
国
よ
り
渡
る
着
飾
と
云
け
だ
も
の
、
前
の
物
を
代シ

ロ 

物
又
道
具
と
い
ふ
。
大
そ
う
に
は
り
込 

り
つ
ぱ
な
り
。
も
や
う
蒔
絵
也
。
一
が 

い
に
定
め
が
た
し
。
金
は
先
達
て 

上
へ
つ
り
上
り
、
い
ま
だ
見
へ
ず
。 

」
（
24
・
オ
） 

抑
此
け
だ
も
の
は
、
昔
自シ

ン

代ダ
イ

仕シ

も
つ
れ
の
国
よ
り
、
内
症 

か
ら
国
よ
り
、
ち
と
お
ご
ら
ん
か
い
を
経
て
、
花
美
国
、
僣セ

ン

上
ジ
ヤ
ウ 

国
に
押
渡
り
、
分
限
不
相
応
国
よ
り
は
び
こ
り
、
国
中
人
民 

家
毎
に
こ
れ
を
愛
す
る
事
甚
し
。
元
よ
り
能
く
人
に 
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世
界
万
国
に
渡
る
ゆ
へ
、
所
々
に
て
名
の
違
あ
り
。 

 

天
竺
に
て
は
美
々
獅
子
、
又
宇
都
久
獅
子

共 

 

言

。 

 

唐
土
に
て
は
全
贅
蛇
、
又
五
発
通
蛇
、 

 

又
破
利
過
蛇

共 

 

言

。 

」
（
1
・
ウ
） 

 

阿
蘭
陀
に
て
は
ユ
ス
ル
キ
、
又
ハ
デ
ス
ギ
、
又
オ
ゴ
ル
キ

共 

 

言

。 

 

日
本
に
て
は
着
飾
と
い
ふ
た
わ
毛
も
の
な
り
。 

形
は
人
に
似
て
人
に
あ
ら
ず
。
頭
に
甲
あ
り
、
鼈
甲 

と
も
、
け
つ
こ
う
共
い
ふ
。
又
金
銀
の
如
く
、
珠
玉
の
如
く
、 

後
光
の
如
く
光
り
か
ゞ
や
き
、
身
に
綾
羅
錦
繍 

を
ま
と
ひ
、
雄
は
赤
毛
な
し
。
雌
は
く
び
す
ぢ
、
衿
元 

脇
下
、
腰
よ
り
下
、
惣
て
赤
毛
多
く
、
緋
縮
緬
の
如
く
、 

又
紫
色
も
あ
り
。
其
余
五
色
、
六
色
別
れ
て
甚
だ 

」
（
2
・
オ
） 

賤
し
き
姿
な
り
。
雌
雄
と
も
つ
ら
別
て
大
き
く
、
目
は 

上
に
付
、
常
に
下
を
見
ず
、
又
向
ふ
を
見
ず
、
兎
角
に 

な
い
袖
を
振
た
が
り
、
や
せ
が
ほ
を
張
、
十
分
に
手
を 

広
げ
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
て
人
の
言
葉
を
聞
ず
、
や
み 

雲
に
乗
り
て
有
頂
天
に
登
る
。
高
慢
の
鼻
高
く
、 

口
に
は
常
に
美
味
を
喰
ふ
と
い
へ
ど
も
、
あ
く
こ
と
し
ら
ず
。 

常
々
太
平
楽
を
謡
ひ
、
舌
長
く
、
或
は
舌
弐
枚
有
。 

ま
け
お
し
み
強
く
、
人
よ
り
上
を
行
こ
と
を
好
み
、
節
前 

」
（
2
・
ウ
） 

に
成
て
泣
声
う
る
さ
し
。
元
来
腹
な
く
、
胸
せ
ま
く
、 

け
つ
ふ
と
し
。
腰
ふ
な
〳
〵
に
て
逃
足
早
し
。
雌 

の
足
黒
く
、
下
駄
金

則
（
マ
マ
）

の
ご
と
く
、
赤
き
あ
り
、
黒
き 

あ
り
、
天
鵞
絨
毛
の
如
く
、

儧
（
マ
マ
）

上
国
に
て
は
香
花
、
茶 

の
湯
、
謡
、
舞
等
の
遊
芸
に
家
業
を
怠
り
、
道
楽 

国
に
て
は
朝
寐
、
昼
寐
を
好
み
、
酒
色
に
ふ
け
り
、 

昼
夜
わ
か
ち
な
し
。
か
り
そ
め
に
も
尾
を
見
せ
ず
、 

増
長
し
て
身
を
亡
す
時
に
な
り
て
尾
を
い
だ
す
。 

」
（
3
・
オ
） 

牛
房
の
如
し
。
又
龍
の
尾
の
如
く
に
て
剣
な
し
。 

是
を
龍
剣
無
と
い
ふ
。
た
ま
〳
〵
け
ん
有
は
不
入
な
り
。 

是
を
名
附
て
不
龍
け
ん
と
い
ふ
。 

」
（
3
・
ウ
） 

  
 

三 

『
天
保
雑
記
』
「
万
国
渡
来
怪
物
」
（
内
閣
文
庫
） 

万
国
よ
り
渡
る
着
飾
と
云
け
だ
も
の
、
前
の
物
を
代シ

ロ 

物
又
道
具
と
い
ふ
。
大
そ
う
に
は
り
込 

り
つ
ぱ
な
り
。
も
や
う
蒔
絵
也
。
一
が 

い
に
定
め
が
た
し
。
金
は
先
達
て 

上
へ
つ
り
上
り
、
い
ま
だ
見
へ
ず
。 

」
（
24
・
オ
） 

抑
此
け
だ
も
の
は
、
昔
自シ

ン

代ダ
イ

仕シ

も
つ
れ
の
国
よ
り
、
内
症 

か
ら
国
よ
り
、
ち
と
お
ご
ら
ん
か
い
を
経
て
、
花
美
国
、
僣セ

ン

上
ジ
ヤ
ウ 

国
に
押
渡
り
、
分
限
不
相
応
国
よ
り
は
び
こ
り
、
国
中
人
民 

家
毎
に
こ
れ
を
愛
す
る
事
甚
し
。
元
よ
り
能
く
人
に 
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な
れ
安
く
、
次
第
に
増
長
し
て
終
に
身
上
は
め
つ
に
至
る
。 

誠
に
恐
ろ
し
き
け
だ
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
は
追
払
ふ 

事
度
々
に
て
、
去
る
享
保
・
寛
政
の
頃
、
度
々
き
び
し 

く
追
払
ひ
、
し
ば
し
は
隠
る
ゝ
と
い
へ
ど
も
、
い
つ
と
な
く
出 

き
た
り
、
当
時
国
中
に
充
満
す
。
是
に
よ
つ
て
此
度
ま
た 

〳
〵
売
出
し
て
、
そ
の
性
体
を
見
る
に
図
の
ご
と
く
、
但
し 

い
ま
だ
そ
の
名
を
し
る
も
の
な
し
。
よ
つ
て
諸
書
を
穿 

鑿
す
る
に
、
元
三
国
伝
来
に
し
て
世
界
万
国
に
渡
る
ゆ
へ
、 

」
（
24
・
ウ
） 

所
々
に
て
名
も
違
ひ
あ
り
。
ま
づ
天
竺
に
て
は
美
々
獅
子 

と
も
宇ウ

都ヅ

久ク

獅
子
と
も
、
唐
土
に
て
は
全
盛
蛇
と
も
五 

発
蛇
と
も
破バ

理リ

過ス
ギ

蛇
と
も
、
お
ら
ん
だ
に
て
は
ユ
キ
ス
ギ 

と
も
ハ
デ
ス
ギ
と
も
ヲ
ゴ
ル
キ
と
も
、
日
本
に
て
は
着
カ
ザ
リ 

と
い
ふ
た
わ
け
だ
物
也
。
形
ち
人
に
似
て
人
に
あ
ら
ず
。
頭 

に
甲カ

ウ

有
て
、
べ
つ
か
う
と
も
、
結
構
と
も
い
ふ
。
ま
た
金
銀
の 

ご
と
く
、
後
光
の
如
く
光
り
か
ゞ
や
き
、
身
に
綾
羅
錦
繍 

を
ま
と
ひ
、
男
は
赤
毛
な
し
。
女
は
惣
身
、
頭
、
首
筋
、
ゑ 

り
も
と
、
脇
の
下
、
腰
よ
り
下
、
惣
じ
て
赤
毛
多
く
、
紅
ぢ
り 

め
ん
の
ご
と
く
、
但
し
紫
も
あ
り
。
色
は
五
い
ろ
、
六
い
ろ 

に
別
れ
て
甚
い
や
し
き
姿
也
。
面
は
い
た
つ
て
大
き
く
、 

目
は
上
の
方
に
付
、
常
に
下
を
見
ず
、
ま
た
向
ふ
を
み
ず
、 

」
（
25
・
オ
） 

兎
角
に
無
ひ
袖
を
ふ
り
た
が
り
、
痩ヤ

セ

臂ヒ
ヂ

を
は
り
、
十
分
に
手
を
ひ 

ろ
げ
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
人
の
い
ふ
事
さ
ら
に
聞
ず
、
や
み
く
も
に
乗 

て
有
頂
天
に
の
ぼ
り
、
鼻
高
く
、
口
は
常
に
大
平
楽
を
は
き
ち 

ら
し
、
舌シ

タ

長
く
、
或
は
弐
枚
あ
り
。
ま
け
お
し
み
強
く
、
人
よ
り 

上
を
ゆ
く
事
を
好
み
、
節
句
前
に
な
り
て
其
鳴
声
う
る 

さ
し
。
元
来
腹
も
な
く
、
胸
も
せ
ま
く
、
穴
は
深
し
。
腰
は
ふ
わ 

〳
〵
に
て
逃
足
早
し
。
女
は
足
の
爪
黒
く
、
下
駄
は
金
剛
の
如
し
。 

赤
も
有
、
黒
き
も
有
て
、
天
我
絨
の
如
し
。
僣
上
国
に
て
は
香
花
、
茶 

の
湯
、
謡
ひ
、
舞
等
の
遊
芸
に
家
業
を
忘
れ
、
道
楽
国
に
て 

は
朝
寐
、
ひ
る
寐
を
好
み
、
酒
色
に
ふ
け
り
、
昼
夜
の 

別
ち
な
く
、
か
り
そ
め
に
も
尾
を
見
せ
ず
、
増
長
し
て 

身
を
ほ
ろ
ぼ
す
時
に
い
た
り
て
尾
を
出
す
。
則
牛
房 

」
（
25
・
ウ
） 

の
如
し
。
ま
た
尾
、
龍
の
ご
と
く
に
て
剣
な
し
。
是

龍
リ
ヤ
ウ

剣ケ
ン 

な
し
な
ど
ゝ
と
い
ふ
。
又
剣
有
ば
う
ろ
こ
入
ら
ず
。
是
を
名
付 

て
不
龍
剣
と
い
ふ
。 

」
（
26
・
オ
） 
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小
津
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『
難
波
日
記
』
に
つ
い
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・
付
翻
刻
（
下
）

菱

岡

憲

司

廿
一
日
。
日
よ
し
。

あ
る
人
の
も
と
を
と
ぶ
ら
へ
る
に
、
わ
り
な
く
酒
を
し
ひ
ら
れ
、
か
ら
う
じ
て

辞
し
か
へ
り
ぬ
。
上
戸
の
に
く
む
べ
き
は
、
お
の
れ
さ
け
を
こ
の
む
と
は
い
は
ず
、

人
に
と
は
れ
て
か
な
ら
ず
「
不
調
法
」
、
又
は
「
い
さ
ゝ
の
む
」
な
ど
お
ぼ
め
き

て
、
酔
た
る
時
は
「
よ
は
ず
」
と
の
ゝ
し
り
、
赤
心
を
あ
ら
は
さ
ゞ
る
も
の
な
れ

ば
、
下
戸
の
赤
心
に
「
の
ま
ず
」
と
い
ふ
も
、
そ
の
た
ぐ
ひ
に
聞
な
さ
れ
て
、
を

り

く
か
ゝ
る
か
ら
き
め
に
あ
ふ
こ
と
あ
る
は
、
下
戸
の
難
儀
な
り
。
目
前
に
酒

有
て
は
、
い
か
な
る
美
肴
も
、
下
戸
の
め
に
は
つ
か
ぬ
を
、
主
も
あ
た
ら
肴
を
つ

ひ
や
し
、
か
た

ぐ
を
か
し
か
ら
ぬ
こ
と
也
。
さ
れ
ど
こ
れ
に
似
た
る
た
め
し
、

よ
に
は
お
ほ
き
も
の
也
。
こ
は
う
へ
を
か
ざ
る
世
の
悪
風
よ
り
お
こ
る
こ
と
に
て
、

真
率
の
人
す
く
な
け
れ
ば
な
る
べ
し
。

つ
い
で
に
い
ふ
。
ち
か
き
こ
ろ
は
煎
茶
流
行
す
な
る
が
、
お
の
が
心
の
ま
ゝ
に

よ
き
茶
を
の
ま
せ
、
う
ま
き
菓
子
を
く
は
す
る
は
、
さ
る
か
た
な
れ
ど
、
小
川
可

進
と
い
ふ
人
の
門
人
と
な
れ
る
人
ど
も
は
、
あ
や
し
き
式
を
な
し
、
茶
味
を
む
つ

か
し
く
い
ふ
に
似
げ
な
く
、
茶
は
碗
の
底
に
い
さ
ゝ
か
つ
ぎ
い
る
ゝ
の
み
に
て
、

味
も
鮮
な
ら
ず
、
ぬ
る
く
て
こ
ゝ
ろ
あ
し
き
に
、
茶
味
を
そ
こ
な
ふ
と
て
、
菓
子

を
も
み
だ
り
に
は
く
は
さ
ゞ
る
も
、
本
意
に
た
が
へ
り
。

こ
の
可
進
は
、
わ
が
し
る
人
の
う
ち
に
も
、
師
と
し
、
た
ふ
と
む
人
あ
れ
ば
、

は
や
く
同
席
せ
し
こ
と
も
あ
な
る
に
、
野
鄙
文
盲
に
て
、
礼
儀
に
う
と
く
、
甚
な

め
げ
な
る
人
が
ら
に
て
、
同
席
を
し
ば
し
す
る
だ
に
、
け
が
ら
は
し
く
お
も
ふ
し

れ
も
の
に
て
、
か
り
に
も
た
ふ
と
む
べ
き
人
な
ら
ざ
る
に
、
い
か
に
し
て
門
人
と

な
る
人
の
あ
る
に
や
、
い
ぶ
か
し
き
こ
と
也
。

こ
の
人
こ
と
し
、
と
し
六
十
二
に
て
、
丙
午
の
と
し
う
ま
れ
し
人
な
る
よ
し
、

け
ふ
し
も
ふ
と
き
ゝ
た
り
。
わ
が
す
む
あ
た
り
に
も
、
丙
午
出
生
の
人
こ
れ
か
れ

あ
な
る
が
、
お
ほ
か
た
心
ざ
ま
お
な
じ
や
う
に
ゆ
が
み
て
、
お
の
が
意
つ
よ
く
、

ひ
た
す
ら
ま
け
じ
と
す
ま
ひ
て
、
人
を
人
と
も
お
も
は
ず
、
人
の
い
ふ
こ
と
耳
に

い
り
が
た
く
、
わ
が
い
ふ
こ
と
は
非
を
理
に
お
し
ま
げ
ん
と
し
、
俗
に
い
ふ
無
法

も
の
に
ち
か
き
性
な
る
も
の
也
。
和
漢
と
も
に
丙
午
の
と
し
を
悪
年
と
い
ひ
、
お

な
じ
と
し
に
う
ま
る
ゝ
を
い
と
ふ
こ
と
、
そ
の
い
は
れ
な
き
に
あ
ら
ず
。
丙
午
生

と
き
か
ば
、
そ
の
人
に
は
と
み
に
交
を
た
つ
べ
き
こ
と
な
り
。
か
の
可
進
が
人
と

な
り
を
か
ね
て
い
ぶ
か
し
く
お
も
へ
る
に
、
丙
午
生
と
き
ゝ
て
、
そ
の
人
の
い
と

は
し
き
も
、
げ
に
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
。

廿
二
日
。
日
よ
し
。
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